
　エンディングノートの書き方に決まったルールはありません。

　それぞれが自分の想いを自分のペースで自由に記入するもの

ですが、どう書いていいかわからない場合などに本冊子を参考

にしてください。

【エンディングノート書き方サポート】



借家に住んでいる場合、「もしもの時」などに家主の方や不動産屋へ

連絡しなければならない場合があります。

賃貸契約書などで連絡先を確認し、記入しておきましょう。

自分のことを記入するページです。

あなたのエンディングノートであることの証明になります。

令和６　１０　３１

令和７年１２月 １日

例：○○不動産　担当者 ○○さん　０８６ー○○○ー○○○○　

記号○○○○○　番号○○

マイナ保険証をお持ちでない場合に交付される

「資格確認書」と読み替えてください。

記入日を書いておけば、いつ書いたものか

がわかります。書き直した場合は、記入日を

更新しておきましょう。



健康状態について記入するページです。

「もしもの時」に、治療中の病気や通院先、服薬状況

を伝えることができます。

（例） ○○○○　朝・昼・晩（食後）　１回〇錠　　

✓

✓ ○○病院

086-000-0000

卵のアレルギーがある。

○○という薬のアレルギーがある。
（例）

（例）

アレルギーがある場合は、原因物質を

具体的に書いておきましょう。

透析治療ができる病院は限られています。

透析を行っている場合は記入しておきましょう。

お薬を飲むタイミングと使用量を書いておくと安心です。



・左半身に麻痺があり動かしづらい

・ペースメーカーを入れている

（例）

意思表示できなくなった場合に備えて

伝えておきたいことを記入しておきましょう。

お薬手帳のコピーを張り付けておくのもよいでしょう。

寝室にあるタンスの一番上の引き出しの中にある

食卓テーブルに置いてある薬入れの中にある



性格、趣味嗜好などを書いておくと、次の飼い主が

ペットを受け入れやすくなります。

あなたの大切なペットのことを記入するページです。

登録番号の欄は、ペットが犬の場合に記入してください。



金融機関から自動引き落としされているものを記入しましょう。

変更手続きの際などに役に立ちます。

あまり利用していないサービスがあれば、

これを機に解約するのも一つです。



自分のこれまでの人生の振り返りです。

思い出の写真を貼ってみるのもよいでしょう。



これからやってみたいことや行ってみたいところ

など自由に記入してみましょう。



相続を考える時の参考になります。

わかる範囲で記入しておきましょう。

※法定相続人と法定相続分についての解説は次ページにあります。



○ 法定相続人と法定相続分の確認

・配偶者がいる場合、配偶者は常に相続人になります。

・配偶者がいない場合は、以下の相続順位に従って相続します。

・相続人となる子や兄弟姉妹が既に亡くなっている場合には、

　その子ども（孫やおい、めい）が相続人となります。



入院時や「もしもの時」に連絡を取ってほしい人の連絡先を記入するページです。

家族や支援者が知らない交友関係についても伝えることができます。

住所・電話番号など分かる所だけでも記入しておきましょう。



財産状況について記入するページです。

「もしもの時」に家族が困らないよう情報を整理して記入しておきましょう。

家族が財産を見つけやすくなり、相続財産の把握漏れを防げます。



○○社企業年金

確定拠出年金
✓

✓

✓ 遺族厚生年金

○○○○○○保険　　　担当者 ○○さん

担当者を記入しておくのもよいでしょう。

企業年金や個人年金についても記入して

おきましょう。



不動産の登記簿謄本や固定資産の納税通知書を挟んで

おいてもよいでしょう。



携帯電話やパソコンには大切な情報がたくさん保存されています。

データの処分方法を書いておくと安心です。



残された家族が思わぬトラブルに巻き込まれないよう

借入金やローンについても記入しておきましょう。

借入金等の存在を知っていれば、相続放棄も検討できます。



あなたが将来受けたい介護について記入するページです。

病気や怪我などで意思表示できなくなった場合に備えて

自分の考えを記入しておきましょう。

準備している

○○保険の○○に入っている　担当者 ○○さん
○○○ー○○○ー○○○○

保険会社・担当者・連絡先などを記入して

おくと手続きがスムーズになります。



告知や終末期に受ける医療の希望を記入するページです。

このページの記入だけでなく、人生会議も実施し、日頃から家族

や周囲の信頼できる人たちと話し合っておくと安心です。



「もしもの時」に家族が慌てないよう、遺言書の有無や

種類について記入しておきましょう。



あなたが望む葬儀について記入するページです。

記入しておくことで家族が迷わず準備を進めることができます。

葬儀会社と契約済の場合は必ず記入しておきましょう。

家族や支援者に伝わらなければ別の葬儀会社に頼んでしまうかもしれません。

✓

✓

○○○葬儀　　担当者 ○○さん　　　

○○○ー○○○ー○○○○　　　

○○○プランの契約をしている。

契約書は○○○の中にある。





お墓について記入するページです。

すでにお墓がある場合は、お墓の場所を忘れず記入しておきましょう。



お世話になった人へ感謝の気持ちを伝えるページです。



書ききれなかった項目があれば、このページを自由に活用してください。


